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食と農を考える―つくる・たべる・そだてる人の輪―
　私は、昭和４７年卒の神戸大学農学部３回生です。兵庫農

科大学でいえば、２０回生です。卒業と同時に兵庫県に就職

し、早３８年目を向かえ来春退職するところまで漕ぎ着けました。

多くの同窓生に支えていただいたお蔭で今日を迎えることが出

来たと思います。

　就職した年に、舞子ビラで開催された県六篠会総会（兵庫

農科大学及び神戸大学農学部を卒業した兵庫県職員の同

窓会）において兵庫農科大学１回生の田中平義さん始め先輩

方に歓迎していただいたことがついこの間のように思われます。

　県六篠会は、最も多い時で現職２５０名の会員数を誇り、現

在も１５０名が活躍しています。そのほとんどが農政、普及、試験

研究で仕事をしており、私も就職４年目から３４年間農林行政に

携わってまいりました。現在は、兵庫県立農業大学校で農業後

継者の育成に携わっております。

　就職した昭和４７年は、昭和４２年に米の生産量が需要量

を始めて上回り、初めて１００％自給できるようになってからたっ

た５年後ですが、昭和４４年から、米の在庫の増加による食糧

管理会計の赤字が問題視され米の生産調整が始まっていま

した。

　結局、県農林行政に携わってからずっと米の生産調整の下

で仕事をしていたことになります。米の増産という至上命題に向

けた政策から一転して、多様な産地作りと産地間競争の時代、

そして今は国際化の時代です。農業にとっては、ずっと厳しい

情勢が続いています。

　今、外食・中食・加工食品の消費増による輸入農産物の増

加及び量販店の価格競争の激化と消費者の低価格志向によ

る農産物価格の低迷、農産物生産資材の高騰等により日本の

農業は弱っています。

　しかし、まだ消費者の中には、お茶碗１杯１０円のお米が高い

といわれる方がおられます。

　そこで、平成４年に当時神戸大学農学部高山敏弘教授、保

田茂助教授とＪＡ兵庫中央会、県農林水産部・健康福祉部・

教育委員会の有志により、「ひょうごの食研究会」を設立し、ライ

フワークとして１８年間活動しています。

　研究会の目的は、「つくる・たべる・そだてる」をキーワードに、

食に関心のある生産から消費に至る様々の分野の方が一堂

に会し、生産・消費・教育・健康・文化について、共に研究し、

意見を出し合い、食に関して広い視野での情報を交換し、そ

れぞれの活動の

場で、それぞれ

が活用することを

目的とした緩や

かなつながりを目

的としています。

　この会の活動

の詳細は、ホームページ「ひょうごの食研究会」でご覧ください。

　１８年間の研究会の活動から私たちが今「農と食」について

どうすればよいのかを考えて見ますと

１．生産者がもっと消費者に対して「農」を話しかけること。

２．消費者は、「食」についてもっと考えること。

３．生産者と消費者をつなぐ農と食の指導者は、農と食を関係

　付けた活動をすること。

その視点は、

１．世界の食料はやがて不足する。

２．食料の大量生産、大量輸送による供給は、農薬の使用を　

　禁じえず、環境にも負荷が大きい。特に海外からの遠距離　

　輸送は、安全性からも環境負荷からもいつまでも持続可能と

　は限らない。

３．日本人の由来から紐解き、日本人の体に適した食生活を営

　むことが大切である。

４．家計消費支出に占める食料費は決して高くはない。何に支

　出するかを考える。

５．基本的には、自ら食料を確保し、調理すること。つまりもっと　

　「食」に対して時間を割くことが、次代の子どもたちに親に対

　する愛情を育み、生きる力を育むことになる。

　これらのことを総合して、地産地消を進めることが大切だと

思います。

　地産地消は、生産者にとっても消費者にとってもたくさんのメ

リットがあります。

　しかし、地産地消を成立させるには、生産者と消費者の相互

理解が不可欠です。

　私は、農家出身ではありませんが、神戸大学農学部で勉強

させていただいたお蔭で、兵庫県農林行政で一生の仕事させ

ていただくことが出来ました。

　これからも日本の農業の応援者として暮らして生きたいと

思っている次第です。

兵庫県立農業大学　校長

  武　正興
（神Ｐ３回）

≪同窓生は今…≫


























